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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
し
て
全

国
の
消
防
機
関
に
よ
る
消
防
応
援
を
迅

速
・
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
緊
急
消
防

援
助
隊
制
度
が
平
成
７
年
度
に
発
足
し
ま

し
た
。

平
成
16
年
４
月
に
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
い
た
部
隊
と
な
り
、
現
在
で
は
、
全

国
７
８
３
消
防
本
部
か
ら
４,
３
５
４
部

隊
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
渋
川
広
域
消
防
緊
急
消
防
援
助
隊

派
遣
総
数

平
成
23
年
５
月
31
日
現
在

消
火
隊
　
３
隊
　
15
名

救
急
隊
　
12
隊
　
36
名

支
援
隊
　
13
隊
　
25
名

合
計
　
　
28
隊
　
76
名

●
群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊
登
録
状
況
と

渋
川
広
域
消
防
の
登
録
状
況
に
つ
い
て

指
揮
隊
　
　
３
隊

消
火
部
隊
　
28
隊

（
う
ち
渋
川
広
域
消
防
登
録
数
２
隊
）

救
助
部
隊
　
６
隊

救
急
部
隊
　
19
隊

（
う
ち
渋
川
広
域
消
防
登
録
数
１
隊
）

後
方
支
援
部
隊
　
12
隊

（
う
ち
渋
川
広
域
消
防
登
録
数
１
隊
）

特
殊
災
害
部
隊
　
４
隊

特
殊
装
備
部
隊
　
１
隊

航
空
部
隊
　
　
　
１
隊

東
北
、
関
東
に
至
る
太
平
洋
沿
岸
の
市

町
村
で
は
、
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、
国
の
緊

急
援
助
隊
の
派
遣
要
請
に
応
じ
、
緊
急

消
防
援
助
隊
群
馬
県
隊
と
し
て
福
島
県

相
馬
市
内
で
捜
索
、
救
急
活
動
等
を
実

施
し
ま
し
た
。
震
災
当
日
の
３
月
11
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
28
隊
延
べ
76
名

の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
地
震
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９.

０
の
わ
が
国

で
の
観
測
史
上
最
大
の
巨
大
地
震
で
し

た
。ま

た
、
地
震
動
に
よ
る
被
害
に
加
え
、

未
曾
有
の
大
津
波
に
よ
り
北
海
道
か
ら

▲泥の溜まった住宅街での行方不明者捜索活動（福島県相馬市）

▲野営地となった福島県消防学校（福島市）
群馬県隊の他、岐阜県、滋賀県、静岡県及
び千葉県隊が野営地として集結

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は�

▲救助資器材のエンジンカッター、チェーン
ソーを携行しての捜索活動
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消防車や救急車などは、災害現場へ一刻も早
く到着できるよう、道路交通法により優先走行
権が認められています。
自動車等を運転中にサイレンを鳴らし赤色灯

を点灯させた緊急自動車が接近してきた場合は、
進路を譲っていただき、一刻も早く災害現場に
到着できるようご協力をお願いします。自転車
に乗っている方や歩道のない道路を歩いている
方も速やかに進路を譲ってください。
また、災害活動のため消防車や救急車を赤色

灯を点灯させ道路上に停車する場合があります
が、近くを通過する場合は減速し、周囲に十分
注意し通過してください。

※緊急自動車が走行してきたときは１台のみと
は限りません。何台か続けて走行して来るこ
ともあります。後続車にも注意してください。

※道路交通法では、緊急自動車が接近してきた
場合の対応は、次のように定められています。
・交差点またはその付近

交差点を避け、かつ、道路の左側（一方通
行となっている道路においてその左側に寄る
ことが緊急自動車の通行を妨げることとなる
場合は、道路の右側）に寄って一時停止しな
ければならない。
・交差点以外

道路の左側に寄って、緊急自動車に進路を
譲らなければならない。

昨
年
２
月
17
日
、
渋
川
市
吹
屋
地
内

で
救
急
活
動
中
の
救
急
自
動
車
へ
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
、
救
急
隊
員
１
名

が
重
傷
を
負
い
、
救
急
自
動
車
が
大
破

す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
住
民
の

皆
様
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
救
急
自
動
車
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
予
備
車
に
よ
る

対
応
を
行
い
支
障
な
く
救
急
業
務
を
実

施
で
き
ま
し
た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
破
損
し
た
車
両
の
整
備
に
あ

た
っ
て
、
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
か
ら
高
規
格
救
急
自
動
車
の
寄
贈
を

受
け
、
高
度
救
命
処
置
用
資
器
材
等
を

整
備
し
ま
し
た
。
整
備
し
た
高
規
格
救

急
自
動
車
は
、
消
防
署
西
分
署
に
配
備

さ
れ
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
、
快

適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
積
載
す

る
高
度
救
命
処
置
用
資
器
材
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
救
命

率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▲高規格救急自動車受納式の様子

▲救急車に大型トラックが追突した事故（平成22年2月17日）
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●
問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー
　
牲
23
ー
０
４
６
０

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
に
週
明
け
や

連
休
明
け
な
ど
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
持

ち
込
ま
れ
る
ご
み
の
量
が
非
常
に
多
く
な

り
、
搬
入
車
両
の
渋
滞
が
お
こ
っ
て
い
ま

す
。少

量
の
家
庭
ご
み
の
場
合
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
を
避
け
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
搬
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

種
類
ご
と
に
下
ろ
す
場
所
が
分
か
れ
て

い
ま
す
。
下
ろ
し
や
す
い
よ
う
事
前
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
込
む
場
合
、
指
定
袋
に
入
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
直
接
搬
入
す
る
場
合
、
指
定
袋
に
入

れ
て
あ
っ
て
も
有
料
に
な
り
ま
す
。

●
持
ち
込
む
場
合
で
も
、
受
入
で
き
な

い
ご
み
や
受
入
制
限
を
実
施
し
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
受
入
で
き
な
い
も
の

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
タ
イ
ヤ
、
農
薬
缶
、
塗

料
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農
機
具
、
建

設
廃
材
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
バ
イ
ク
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品(

エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
及
び
衣
類
乾
燥
機
、

冷
蔵
庫
及
び
冷
凍
庫)

、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
。

○
受
入
条
件
の
あ
る
も
の

剪
定
枝(

太
さ
10
cm
以
内
、
長
さ
50
cm
以

下
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
ま
で
、
家
庭

の
庭
木
を
剪
定
し
た
も
の
に
限
り
ま
す)

、

畳
（
１
回
10
畳
ま
で
、
な
お
３
分
の
１

程
度
に
剪
断
し
て
あ
る
も
の
は
制
限
無

し
）、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
及
び
ソ

フ
ァ
ー
（
解
体
し
、
燃
え
る
も
の
と
燃

え
な
い
も
の
を
分
別
し
て
か
ら
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い)

な
ど
。

※
そ
の
ほ
か
に
も
機
械
の
故
障
原
因
と
な

る
も
の
や
、
大
量
の
も
の
に
つ
い
て
も
搬

入
制
限
を
実
施
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
各
市
町
村
役
場
か
ら
配
布
さ
れ
て
い

る
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
き
搬
入
さ
れ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
、
家
庭
系

ご
み
を
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

む
場
合
、
処
理
手
数
料
が
全
て
有
料
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
の
減
量
化
、

ご
み
の
再
資
源
化
、
負
担
の
公
平
性
を

目
的
に
す
る
も
の
で
す
。

●
ご
み
処
理
手
数
料

20
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
３
０
０
円

●
搬
入
で
き
る
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
退
出
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
で
、
免

許
証
、
保
険
証
等
の
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
を
提
示
し
、
申
請
手
続
き
を
行

っ
て
か
ら
ご
み
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
な
ど

▲直接搬入車両の渋滞の様子
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●リニューアルの主な内容
・これまでの文字中心の情
報から、文字と画像をバ
ランスよく配置して情報
を見やすくしました。
・情報を整理し、内容に
応じてグループに分
けて配置し、情報を探
しやすくしました。
・文字サイズを閲覧者
が任意に変更できるボタンを設置し、文字
情報を読みやすくしました。
今後とも、情報が探しやすく、わかりやす

いホームページをめざし、内容の充実を図り
ますので、引き続きご利用ください。
●アドレス
事務局　　http://www.sknet.or.jp/
消防本部　http://www.sknet.or.jp/fd/

●問い合わせ先
事務局総務課　牲60ー5200

●点検をしましょう
業者による点検は必要ありませんが、定期

的にテストボタンなどで自ら点検を行いまし
ょう。
点検は、ボタンを押したり、ひもがついて

いるタイプのものは、ひもを引いて行えます。
詳しくは製品の取扱説明書をご覧ください。
※音が鳴らないとき
・電池切れではありませんか？
・電池はきちんとセットされていますか？
それでも鳴らない場合は、故障が考えられ

ます。
●お手入れをしましょう

警報器にホコリが付着すると火災を感知し
にくくなります。汚れが目立ったら、乾いた
布で拭き取りましょう。

◆住宅用火災警報器が鳴ったときは
○火災のとき

大声で周りに火災を知らせ、落ち着いて119番通報を
しましょう。
可能なら消火を行ってください。消火が難しそうなとき

は、速やかに避難してください。
一般に初期消火が可能なのは、天井に火がまわるまでと

いわれています。
○火災ではないとき

火災以外の湯気や煙などを感知して警報器が鳴った時
は、警報音停止ボタンを押す。ひもがついているタイプの
ものは、ひもを引く。もしくは、室内の換気をすると警報
音は止まり、待機状態に戻ります。

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
し
、
ま
た

は
居
住
す
る
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て

権
限
を
有
す
る
人
は
、
防
火
管
理
者
を
定
め
、

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
な
わ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
講
習
は
、
防
火
管
理
者
（
甲
種
）
と

し
て
必
要
な
資
格
を
付
与
す
る
講
習
で
、
受

講
日
数
は
２
日
間
で
す
。

日
　
時

平
成
23
年
７
月
28
日(

木)

・
29
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
両
日
と
も
）

場
　
所

群
馬
県
消
防
学
校
（
前
橋
市
田
口

町
１
４
７
３
）

定
　
員

１
０
０
名

受
講
料

４,
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

受
付
場
所

渋
川
広
域
消
防
本
部
予
防
課
（
渋

川
市
渋
川
１
８
１
５
ー
51
）
牲
25
ー
４
１
９
３

受
付
期
間

平
成
23
年
７
月
11
日
（
月
）
か

ら
７
月
15
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

（
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
締
切
日
前
で
も
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
等
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
受
講
申
請
書
は
、
渋
川
広
域
消
防
本
部
・

消
防
署
及
び
各
分
署
に
準
備
し
て
あ
る
他
、

渋
川
広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.skn

e
t.o
r.jp
/fd
/

）
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

ホームページホームページ�
リニューアルのお知らせリニューアルのお知らせ�

ホームページホームページ�
リニューアルのお知らせリニューアルのお知らせ�

住宅用火災報知器は、設置が義務づけられています。未設置の住宅等には必ず設置しましょう。
今回は、設置済みの住宅用火災報知器のメンテナンスについて紹介します。

ホームページをより便利に利用していただ
くため、全面リニューアルを行いましたので、
お知らせします。

▲ボタンを押したり、ひもを引いたりして音が鳴るか確かめましょう。
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●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
行
う
た
め
の
事
業
で
す
。
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
事
業
、
広

域
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
、
広
報
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
圏
域
住
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
救
急
医
療
事
業

圏
域
住
民
の
常
時
診
療
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
在
宅
当
番
医
制
、

歯
科
在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
及
び
夜
間
急
患
診
療
業
務
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
火
葬
場
・
斎
場
事
業

圏
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営
を
念
頭
に
お
き
施
設
の
管

理
を
行
い
ま
す
。

●
ご
み
処
理
事
業

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
祝
祭
日
（
年
末
年
始

及
び
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
ご
み
受
入
を
実
施
し
、
圏
域
住
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
く
、
び
ん
類
及
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、

ご
み
処
理
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
圏
最
終
処
分
場
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

●
し
尿
処
理
事
業

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
適
正
な
運
営
及
び
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
救
急
事
業

迅
速
な
出
動
態
勢
を
整
え
る
た
め
、
通
信
指
令
装
置
の
一
部
を
更

新
し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
業
務
の
出
場
の
増
加
及
び
高
度
化
に
対
応

す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
す
る
ほ
か
計

画
的
な
救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

●
教
育
関
係
事
業

圏
域
住
民
の
健
全
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
、
広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
維
持
（
補
修
）
管
理
に
努

め
ま
す
。

平
成
23
年
度
主
要
事
業
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渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、

平
成
23
年
度
消
防
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
受
験
資
格
、
試
験
日

程
、
試
験
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
広

報
誌
及
び
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.skn

et.o
r.jp
/)

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員
　

11
人
程
度

◆
申
込
期
間
（
予
定
）

平
成
23
年
８
月
上
旬
か
ら

◆
試
験
日
程
（
予
定
）

第
１
次
試
験
　
平
成
23
年
９
月
中
旬

第
２
次
試
験
　
平
成
23
年
10
月
中
旬
（
健
康
診
断
含
む
）

10
月
下
旬
（
面
接
）

◆
採
用
時
期

平
成
24
年
４
月
１
日

●
問
い
合
わ
せ
先

渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

事
務
局
　
　
総
務
課
　
牲
６
０
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

消
防
本
部
　
総
務
課
　
牲
２
５
ー
４
１
９
１
（
直
通
）

※
各
市
町
村
の
掲
載
予
定
広
報
誌
は

渋
川
市
　
７
月
15
日
号
（
７
月
15
日
発
行
）

吉
岡
町
　
７
月
号
（
７
月
１
日
発
行
）

榛
東
村
　
７
月
号
（
７
月
14
日
発
行
）

消防力の維持・充実・強化を図るため、老朽化し
た消防署北分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新し
ました。
新しい車両は、四輪駆動方式で1,500㍑の水を積

載しているほか、ＣＡＦＳ
キ ャ フ ス

（圧縮空気泡消火装置）
を搭載しています。ＣＡＦＳは、水に少量の消火薬
剤を加え圧縮空気により発泡させ、水の表面積を広
げることで少量の水で高い消火性能を得るものです。

▲更新された水槽付消防ポンプ自動車

▲ロープを使用した登はん訓練の様子

渋川広域消防本部では、春の火災予防運動の一環と
して、２月27日に一日消防長行事を実施しました。今
回は、平成22年度渋川市小野上地区自治会連合会長
野村　隆さんに一日消防長を務めてもらいました。
当日は、渋川市小野上総合支所において行われた、

渋川市消防団及び渋川広域消防本部合同による火災
想定訓練を視察し、訓練終了後に、野村さんから消
防職団員に対し、「地域の安心・安全のためご尽力い
ただき感謝します。世界各
地でさまざまな災害が発生
していますが、各種災害に
備え、今後も本日のような
訓練をお願いいたします。」
と激励のお言葉をいただき
ました。

▲訓練の講
評をする
野村さん

▲渋川市小野上支所で行われた火災想定訓練の様子
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